
令和６年度　甲賀市紫香楽宮フォーラム　

紫香楽宮と聖武天皇

資料集

令和７年２月８日（土）　あいこうか市民ホール

主催：甲賀市教育委員会





令和６年度　甲賀市紫香楽宮フォーラム

「紫香楽宮と聖武天皇」

日　　程

開催日　令和７年（2025年）２月８日（土）
会　場　甲賀市あいこうか市民ホール

12：30　　　　　　開場・受付開始

13：00～　　　　　主催者挨拶

13：10～14：10　　報告　「平城京左京三条一坊二坪の調査成果について」

14：10～14：30　　休憩

14：30～16：00　　講演　「聖武天皇と紫香楽宮～大仏造立にかけた夢～」

小田　裕樹　氏（国立文化財機構　奈良文化財研究所）

瀧浪　貞子　氏（京都女子大学名誉教授）





目　　　次

報告　平城京左京三条一坊二坪の調査成果について　・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・１
小田　裕樹　氏（国立文化財機構　奈良文化財研究所）

講演　聖武天皇と紫香楽宮～大仏造立にかけた夢～　・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・９
瀧浪　貞子　氏（京都女子大学名誉教授）





平城京左京三条一坊二坪の調査成果について 

奈良文化財研究所  
小田 裕樹 

はじめに 
・聖武天皇（701－756）と平城京について。 
・2024 年の発掘調査（平城京左京三条一坊二坪の調査）で新たな発見。 

   ・・・聖武即位の際の「大嘗祭（だいじょうさい）」関連木簡が出土。 
 ※大嘗祭とは天皇が即位して初めての新嘗祭（その年に初めて収穫された 

穀物などを神に感謝して供え、天皇自らも食する儀式）のこと。 
・発掘調査の成果とともに、聖武天皇が即位した 724（神亀元）年前後の平城 
宮・京について紹介したい。 

 
１．奈良の都・平城京～平城京・平城宮とはどのような場所か？ 
 （１）平城京とは（図１） 

 ・710（和銅３）年に藤原京から遷都。 
・朱雀大路を挟んで左京と右京に分かれる。 
・大路に囲まれたブロックを 16 坪に分割する。 

 
 （２）平城宮とは（図２） 

・平城京の北端に平城宮が位置する。朱雀大路に面する正門が朱雀門。 
・平城宮は約１km 四方の方形プランの東辺に張り出し部をもつ。 

   →東張り出し部（東院地区）には首皇子の「東宮」がおかれた。 
・二つの中枢区画。 
中央区：朱雀門に続く中軸線上。（第一次）大極殿－朝堂院。 

   →即位や元日朝賀などの国家的儀式がおこなわれた。 
東区：内裏－大安殿－朝堂院－朝集院。 
→東区朝堂院は政務の場。朝庭（広場）で聖武大嘗祭がおこなわれた。 

 
２．平城京左京三条一坊二坪の発掘調査～何が明らかになったのか？ 
 （１）左京三条一坊二坪周辺の調査（図３・４） 

これまでの研究により、官衙（役所）の可能性が高いと考えられていた。 
→「大学寮」説。大学寮は役人養成機関。平安京での大学寮の位置から。 

①左京三条一坊一坪の様相  
朱雀門の南東の坪。築地塀で囲まれていない広場だった。 
・奈良時代初頭・・・鍛冶工房関連施設が展開。平城宮の造営に関わる？ 
→鍛冶工房の廃絶後、朱雀門前の広場として利用。 

・坪内に東西の坪内道路があり、周辺に井戸・掘立柱建物群が展開する。  
②左京三条一坊八坪の様相  
奈良時代の遺構はほとんど確認されていない。  
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③左京三条一坊七坪の様相  
奈良時代後半の掘立柱建物群を検出（奈文研 1993）。 
須恵器大甕や「大」・「厨」などの墨書土器が出土した。  

 ④左京三条一坊二坪の様相  
坪の西辺・北辺に築地塀が巡っていたことが判明。 
中心部の調査はほとんどおこなわれていなかった。 

⇒2023 年度に二坪の北半中央部を調査した（平城第 658 次調査）。 
 
 （２）左京三条一坊二坪の調査成果（図５） 

大きく３段階の遺構変遷を確認した。 
Ⅰ期 掘立柱建物群の造営  

平城京造営時の整地後、複数の掘立柱建物（建物１～５）が建てられた。 
建物群は南側の柱筋をほぼ揃えており、計画的に配置・造営された。 

  建物群の南に空閑地。掘立柱塀（南北塀・東西塀）で区画していた。 
Ⅱ期 「大土坑」の掘削と埋め戻し（723～724 年前後）  

聖武大嘗祭関連木簡が出土した大土坑の時期。 
Ⅰ期の建物群よりも後に掘削・埋め戻しがおこなわれた。  

Ⅲ期 礎石建物の造営 
礎石を捨て込んだ土坑（土坑群１～３）を検出。 
・・・３棟程度の礎石建物の存在が想定される。 

⇒簡易な掘立柱建物群（Ⅰ期）→礎石建物群（Ⅲ期）に空間利用が変化した。 
  その間に「大土坑」の時期（Ⅱ期）があった。 
 
 （３）聖武大嘗祭関連木簡の発掘（図６～９） 

①大土坑 
・調査区東部で検出。東西 2.8ｍ×南北 2.5m、平面ほぼ方形。深さ 1.0ｍ。 
・上層は砂質土と粘質土が交互に堆積。 
・下層は木簡や木製品等を大量に含む有機質層。 
→大量の木簡・木製品を短期間で廃棄したのち（下層）、地盤沈下対策を 
しながら埋め戻す（上層）。 

②出土木簡 
  ・「大嘗分」「大嘗贄」「神亀元年」 

→724（神亀元）年の大嘗祭に関わる木簡。＝聖武天皇の大嘗祭。 
・「海藻」「堅魚」「烏賊」「栗」「梨」「糸」「荒炭」「苫」・・・ 

   →荷札木簡と付札。大嘗祭で使う物品が集積、仕分けの場？ 
・備中国の郡名が書かれた木簡 

   →備中国からの荷札木簡が多数。９郡全てが揃う。 
・・・聖武大嘗祭の物品貢納に備中国が深く関わる。なぜ備中なのか？ 

③木簡以外の出土遺物 
・土器・木製品・草本類 
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 （４）小 結 

 ・左京三条一坊二坪の土地利用の変遷が明らかになった。 
 ・聖武天皇即位の大嘗祭に関わる物品が廃棄されていた。 
  →大嘗祭の準備・物品調達の実態解明の手掛かりを得た。 
 課題：なぜ、この場所に廃棄されたのか？「大学寮」説との関わりは？ 
 
３．聖武天皇の即位と平城宮・京 ～聖武天皇の即位前と即位後 
 （１）首皇子と「東宮」（図 12） 

 ・即位前の首皇子は藤原不比等邸で養育？ 
→藤原不比等邸は平城宮の東に接する。法華寺下層。 

 ・714（和銅７）年に皇太子となる。東院地区の「東宮」へ。 
  →東院１期遺構群。大型建物など複数の区画。庭園も付設。 

・・・平城宮東院地区は首皇子のために整備された？ 
 
 （２）聖武大嘗宮（図 10・11） 

・大嘗宮：大嘗祭をおこなった儀礼施設。 
→平城宮東区朝堂院で奈良時代天皇の大嘗宮遺構が見つかっている。 

 ・聖武の大嘗宮遺構は、悠紀殿と膳屋・臼屋を確認している。 
 ・左京三条一坊二坪に納入、仕分けられた物品も大嘗宮に持ち込まれた。 
 
 （３）聖武即位後の平城宮（図 13・14） 

 ・大極殿院・内裏の増築・改変をおこなう。 
  →天皇の権威を高めるために平城宮内の改造をおこなった。 
  
４．おわりに  
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左京三条一坊二坪

図１　平城京条坊図

図２　奈良時代前半の平城宮（渡辺 2020）
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図３　平城京左京三条一坊二坪付近の調査位置図

図４　朱雀門前広場の復元模式図（奈文研 2024a）
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図５　平城京左京三条一坊二坪（第 658 次）調査遺構図・土層図　１：250
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図６　大土坑の調査状況 図７　大土坑出土土器

図８　木簡の取り上げ作業

図９　大土坑出土木簡（赤外線画像）と釈文
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東区朝堂院中軸線

儀式にみえる大嘗宮（平安時代中期）

斑幔

主基院 悠紀院

屏籬東門

北門

南門

屏籬

屏籬 宮垣

小門

小門

中籬

正殿
中垣

中垣

御厠

膳屋

臼屋
神服柏棚

盛所

室

堂

光仁天皇の大嘗宮（奈良時代後半）

聖武天皇の大嘗宮（奈良時代前半）

図 12　首皇子の時期の東院地区（奈文研 2024d）

図 10　奈良時代に即位した天皇の大嘗宮推定地
　　　　　　　　（奈文研 2024d）

図 11　大嘗宮の変遷
　　（奈文研 2024d）

図 13　平城宮内裏出土の軒瓦

図 14　第一次大極殿院西楼
　　　 出土の 隅木蓋瓦
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